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１．はじめに 

 近年、火を使わずに料理ができる IH クッキングヒ

ータの需要が急増している。その一方で、IH クッキ

ングヒータから発生する漏れ磁束が懸念されてい

る。漏れ磁束は、使用する鍋の大きさによって変化

する[1]。文献[1]～[3]によれば、IH クッキングヒータの

トッププレート近傍における磁束分布は解明されて

いる。しかし、加熱コイルから鉛直方向の磁束分布

を詳細に議論した文献は見受けられない。 

そこで、本研究では IH クッキングヒータのトップ

プレートから鉛直方向の鍋近傍における漏れ磁束

分布を実験より明らかにした。 
 

２．実験方法 

IHクッキングヒータのトッププレート上における磁

束分布をサーチコイルにより測定する。ここでは、

磁束を垂直方向成分と水平方向成分に分けて測

定した。また、鉛直方向の測定位置はトッププレー

ト上 0cm、2cm、4cm、8cmの 4 箇所である。水平方

向の測定範囲は、鍋端部から 10mm 間隔でトップ

プレートの端部までとする。測定に使用するサーチ

コイルは、直径 10mm で 10 回巻である。サーチコ

イル電圧の測定は、アジレントテクノロジ社製ディ

ジタルマルチメータ“34405A”を用いた。また、鍋は

鍋底が直径 120mm で SUS-Al-SUS の三層になっ

ているものを使用した。本研究では鎖交する磁束

の量の比較をしたいので、サーチコイル電圧で比

較を行う。 
 

３．実験結果 

図 1にトッププレート上における鉛直方向の磁束

分布を示す。図 1 は、磁束の垂直方向と水平方向

の測定結果を合成してグラフ化したものである。図

1(a)を見ると、サーチコイル電圧の高い箇所が 7 ヶ

所確認できる。この箇所は、加熱コイルの下にフェ

ライトコアが付加されている位置である。すなわち、

実験結果から磁束はフェライトコアに集中したとい

える。しかし、h 点にはフェライトコアが付加されて

いないのでサーチコイル電圧は低い。図 1(b)～

（d）を見ると、図 1(a)で見られたような磁束の集中

が確認できない。すなわち、トッププレートから 2cm

離れると磁束はフェライトコアの影響を受けないと

いえる。以上により、加熱コイル下に付加するフェ

ライトコアは磁束分布を左右する大きな要因である

といえる。 
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図 1 トッププレート上の磁束分布 （単位：mV） 
 

４．まとめ 

 本論文では IH クッキングヒータのトッププレート

上における鉛直方向の磁束分布を実験により明ら

かにした。その結果、0cmでは磁束がフェライトコア

に集中していることが判明した。しかし、2cm、4cm、

8cm は磁束がフェライトコアの影響を受けていない

ことを解明した。このことから、加熱コイルから 2cm

以上離れると、磁束はフェライトコアの影響をあまり

受けていないことが明らかになった。 

今後は、鉛直方向の測定データを増やし、鍋近

傍の詳細な磁束分布を解明する予定である。 
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